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市役所 代表電話
TEL.042-585-1111
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第1186号  平成20年（2008年）7月1日投稿のページなど

みどりの大地　青い地球を　いつまでも

 

　先着順で掲載します。２度目以降
の掲載は前回掲載日の３カ月後から
受け付けます。
★リフレッシュ体操「すみれの会」
毎週月曜日午前１０時３０分～１１時３０分
／富士電機体育館な

ど／音楽に合わせ
歩きながら筋肉をほぐす／入会金１
千円、月２千５００円※指導あ

り／堀内
（�５８４－６３０５午後５時以降）
★ピラティスを楽しむ会　毎週日曜
日午後７時４５分～９時／落川都営住
宅地区センターな

ど／１回５００円※指
導あ

り／妹尾（�０８０－５４６９－７４９４）
★生涯学習「あけぼの会」　 毎月第
２水曜日午前１０時～正午／高幡図書
館な

ど／生活の法律（民法）、時事法律
講座※弁護士あ

り／中高年者歓迎／６
人／月１千円／佐藤（�５９１－２７２０）
★フラダンス～レイナニ・フラ・サ
ークル　毎週�月曜日�金曜日午後
４時～５時／�新町交流センター�
生活・保健センターな

ど／ふれあい親
子フラ／３歳～小学生の親子対象※
初心者、中高年者向けもあ

り／入会金
１千円、１回１千円／詳細は問い合
わせを／松本（�０９０－４８２１－０３５３）
★日野市ミニテニス協会　�月曜日
午前９時～正午…南平体育館�木曜
日午後７時～９時…旧百草台小�金
曜日午後１時～４時…南平体育館�
日曜日午前１０時～正午…六小、午後
６時～８時３０分…南平体育館�毎月
第２・第４土曜日午後２時～４時…
平山小、午後６時３０分～８時３０分…
二小な

ど／同協会（五十嵐�５９２－
５６８２）
★女声合唱「プリマヴェーラ」　 毎
週月曜日午前１０時～１１時３０分／社会
教育協会ゆうりか（豊田駅北口）など／
発声の基本から※見学歓迎／月５千
円／清水（�５８６－０２２８）
★仲田ジャズダンスサークル　毎週
土曜日午後３時３０分～５時／仲田小
な
ど／ストレッチとダンス※見学歓
迎。３月に発表会あ

り／入会金１千
円、月３千円※指導あ

り／佐伯（�５８３
－２５１７午後８時以降）
★多摩平バドミントンクラブ　毎週
月曜・木曜日午後１時～５時／富士
電機体育館な

ど／入会金１千円、月２
千円※指導あ

り／柴�（�５８３－６２５８）
★ストレッチ体操のダンスの床体操
月３回木曜日午後４時～５時／七生
台地区センターな

ど／会員平均年齢６４
歳※見学歓迎／月３千円※年度始め
のみ１千円（雑費）※プロの指導あ

り

／大野（�５９２－７７４０）
★華メデェル「フラワーアレンジ・
プリザ講習会」　 毎月第２・第４日
曜日午前１０時～正午／東部会館な

ど／
１回１千円※材料費実費／名取（�
０９０－６５０７－３４１３）
★レクダンスすみれ会　毎週火曜日
午後２時～４時／東部会館な

ど／よさ
こい鳴子踊りなど各種ダンスで健康
増進／中高年者、初心者歓迎／月３
千５００円／今野（�５９２－１０７２）
★直心影流日野法定会　毎週水曜日
午後６時４５分～８時４５分／南平体育
館な

ど／古流剣術、木刀の型稽古／入
会金２千円、月２千円、体育館使用
料１回１００円※認定師範の指導あ

り／
山口（�５９１－５２３７）

会員募集会員募集
★「Ｔ.Ｓ.Ｃ」バドミントンクラブ　
週１回午後７時～９時／三中な

ど／初
心者、若い方、体験歓迎／年会費２
千円、月１千円※指導あ

り／原（�・
�５８７－６５０１）
★日野市民合唱団　毎週木曜日午後
７時～９時１５分／ひの社会教育セン
ターな

ど／混声合唱曲「落葉松」練習
中※見学歓迎／月４千円／金井（�
５８３－１６１８）
★卓球わかば会　毎週火曜日午前中
／旧平山小な

ど／年５００円／天野（�
５９２－６７２３）
★親子で歌おう英語の歌クラブ　月
１回金曜日午前中／多摩平の森ふれ
あい館な

ど／マザーグースの歌などを
ピアノ伴奏で学ぶ／３０分５００円※指
導あ

り／高橋（�０９０－１７９１－１７９９）
★社交ダンス「かしの木７期会」　
毎週水曜日午前９時３０分～１１時３０分
／富士電機体育館な

ど／多少の経験
者、見学歓迎／入会金１千円、月２
千円／鈴木（�５９１－５４６７）
★手話教室　毎月第２日曜日午前１０
時～１１時３０分／中央図書館な

ど／入会
金１千円、月２千円※指導あ

り／�橋
（�５８６－９７７３）
★日野トレーニングクラブ　毎週木
曜日午後２時１５分～３時１５分／南平
体育館な

ど／ソフトエアロビクス＆ス
トレッチ※見学歓迎／入会金１千
円、月２千円／柿沢（�０９０－６５４８－
２３９１）
★日野市ミニバスケットボール連盟
小学校の体育館で練習／ピクルス・
四小、ブレイズ・五小、ツイスター
ズ・七小、滝合小ＭＢＣ・滝合小、
日野サンズ・三沢台小な

ど／小学生対
象※初心者歓迎／詳細は問い合わせ
を／藤井（�５８４－４０８０）
★コッコサークル　週１～２回程度
／新町交流センターな

ど／音楽リズ
ム、季節の行事ほ

か／２～４歳児対象
／月３千８００円※保育士の指導あ

り／
山口（�５８５－０４３５）
★ＴＡＫＡＧＩスマイル体操　毎週
木曜日午前９時３０分～１１時／新町交
流センターな

ど／有酸素運動、筋力ト
レーニングほ

か／�木（�５３７－６５６８）
★ヨーガの会　毎週木曜日午後２時
～３時３０分／東部会館な

ど／初心者歓
迎。見学・体験希望の方は連絡を／
入会金１千円、月２千５００円／岩倉
（�５９２－９３５２）
★端唄さーくる「桃の会」　月４回午
前１０時３０分～１１時３０分、午後１時３０
分～２時３０分／新町交流センターな

ど

／三味線に合わせて唄う／各１０人／
月３千円※指導あ

り／筆記用具持参／
天野（�０８０－６６４０－１１８８）
★朗読・語りグループ 人  華 　隔週木

にん げ

曜日午後１時３０分～４時３０分／高幡
図書館な

ど／発声・発音の基本から指
導※経験者はライブなど出演あ

り／初
心者・多少の経験者対象／入会金１
千円、月３千円※指導あ

り／宮里（�
０４２－３７６－９２９３）
★コーラス銀のふえ　毎月第２・第
４水曜日午前１０時～正午／勤労・青
年会館な

ど／見学歓迎／月３千５００円
／小川（�５８４－５５８４）
★手打ちうどん会　毎月１回を予定
／中央公民館な

ど／先着１０人／材料費
実費／往復ハガキに住所、氏名、電話
番号を記入し、〒１９１－０００２新町２－
５－１０和田亀治（�５８３－２３６３）へ

★リフレッシュ英会話　月３回月曜
日午前１０時３０分～正午／新町交流セ
ンターな

ど／クイズ、ゲームなどで楽
しく学ぶ／入会金１００円、月５千円
※月１回外国人講師の指導あ

り／新婦
人（長谷�０９０－１５５４－７４３６）
★囲碁・將棋～中部長生会　毎週日
曜日午後１時～５時／田中地区セン
ターな

ど／初心者女性、小・中学生歓
迎／ 澤  谷 （�５９１－６５２１）

さわ や

★英会話「ブルースカイ」　 毎週木
曜日午後６時４５分～８時１５分／生活
・保健センターな

ど／テキスト使用※
外国人講師の指導あ

り／英検３級程度
以上／１０回１万５千円程度／ 前  谷 

まえ たに

（�５８３－１９０３）

★日野ハーモニカ・アカデミー　毎
月第１・第３金曜日午後７時～９時
／中央公民館な

ど／月３千円／堀（�
５８５－５８６０）
★フラワーアレンジサークル　毎月
第２金曜日午前１０時から／落川地区
センターな

ど／月３千円（材料費ほ
か）

／中馬（�５９１－３２８６）
★花野会（女声コーラス）　 毎週木
曜日午前９時３０分～正午／勤労・青
年会館な

ど／入会金１千円、月５千円
／見学歓迎／伊東（�５８７－６３５７）
★囲碁クラブ「 井  目 会」　 毎週水曜

せい もく

日午後１時～５時／中央公民館な
ど／

女性・初心者歓迎／月１千５００円※指
導あ

り／村上（�５８６－０８６３）

 　

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
甲
州
道
中
を

参
勤
交
代
の
た
め
通
行
す
る
大
名
は
、

諏
訪
（
高
島
）・
内
藤
（
高
遠
）・
堀

（
飯
田
）の
三
つ
の
藩
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
三
藩
は
、
そ
の
往
復
に
あ
た
っ

て
、
多
摩
川
（
玉
川
）
を
ど
の
よ
う
に

越
え
、
日
野
宿
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

平
成　

年
７
月
、
日
野
の
古
文
書
を

１７

読
む
会
の
有
志
が
相
談
し
、
こ
れ
ら
の

歴
史
資
料
を
保
存
、
管
理
し
て
い
る
飯

田
市
歴
史
研
究
所
・
伊
那
市
立
高
遠
町

図
書
館
・
諏
訪
市
博
物
館
（
以
上
長
野

県
）
を
手
分
け
し
て
訪
問
し
、
各
館
の

協
力
を
得
な
が
ら
調
査
を
行
っ
た
。

�

�

�

　
「
嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
５
月
、
御

参
府
覚
書
」
に
よ
る
と
同
月　

日
、
暁

２６

�
�
�
�
�
�
�
	

八
ツ
（
午
前
２
時
ご
ろ
）
飯
田
を
出
立
、

途
中
休
泊
を
重
ね
な
が
ら
、
６
月
１
日

寅
の
下
刻
（
午
前
５
時
近
く
）
吉
野
宿

（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）本
陣
を
出
立
、

与
瀬
（
同
）、
小
仏
（
八
王
子
市
）
な
ど

の
宿
々
で
小
休
を
と
り
な
が
ら
八
王
子

宿
で
昼
食
、
日
野
宿
へ
入
り
、「
日
野
森

へ
御
駕
籠
立
、
同
所
茶

屋
へ
鳥
目
（
銭
）
弐
拾

疋
下
さ
れ
」
と
あ
る
。

日
野
森
と
は
当
時
の
牛

頭
天
王
社
（
現
八
坂
神

社
）
で
、
同
所
の
茶
屋

森
下
屋
宇
兵
衛
で
休
憩
し
た
。

　

日
野
川
（
多
摩
川
）
の
渡
し
は
二
艘

を
使
用
し
、 
水  
主 
（
船
頭
）
へ
二
百
疋

か 

こ

を
下
さ
れ
、
柴
崎
村
（
立
川
市
）
を
経

て
府
中
宿
（
府
中
市
）
で
泊
り
と
記
録

さ
れ
て
い
る
。

�

�

�

　

高
遠
町
図
書
館
で
は
３
点
の
史
料
を

写
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

１
点
目
は
「
嘉
永
二
年　

御
供
方
勤

方
諸
事
控
」
で
、
参
府
に
あ
た
っ
て
宿

泊
が
予
定
さ
れ
て
い
る
宿
と
本
陣
が
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
終
わ
り
の
方
に
八

王
子
宿
、
府
中
宿
が
あ
っ
て
、
こ
の
間

に
日
野
宿
の
記
載
は
な
い
。

　

そ
し
て
最
後
の
方
に
「
御
本
陣
相
改

め
候
後
、
大
目
付
中
へ
別
状
御
座
無
き

段
お
届
け
候
こ
と
」と
書
か
れ
て
い
る
。

参
勤
交
代
に
あ
た
っ
て
は
、
宿
泊
地
や

本
陣
な
ど
旅
行
日
程
の
す
べ
て
を
、
あ

ら
か
じ
め
大
目
付
へ
の
届
け
出
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

２
点
目
は
、
嘉
永
４
年
の
「
御
道
中

書
役
方
控
」
で
、
藩
士
岩
崎
平
三
郎
が

嘉
永
４
年　

月
の
御
帰
城
に
あ
た
り

１０

「
御
側
御
用
人
書
役
兼
帯
」
を
仰
せ
付

け
ら
れ
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
「
御
道
中
御
休
泊
」
に
は
、　

月
１０

　

日
に
御
上
屋
敷
よ
り
１
里（
約
４
�
）

２０余
の
内
藤
新
宿
（
新
宿
区
）
か
ら
始
ま

り
、
萩
窪
（
杉
並
区
）、
高
井
戸
（
世
田

谷
区
）、
国
領
（
調
布
市
）

を
経
て
府
中
で
お
休
み
、

屋
武
村
（
谷
保
村　

国
立

市
）
天
神
宮
御
野
立
、
日

野
森
下
屋
宇
兵
衛
（
休

憩
）、
八
王
子
御
泊
と
あ

る
。

　

３
点
目
は
そ
の
翌
年
正
月
、
御
参
府

に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
嘉
永
五
年

正
月
吉
日　

甲
州
路
御
休
泊
所
御
立
場

付
」
と
い
う
史
料
で
、
表
紙
に
は
「
正

月
廿
八
日
御
発
駕
」
と
あ
り
、
そ
の
慌

し
い
御
帰
城
と
御
参
府
に
は
、
幕
末
の

緊
張
し
た
雰
囲
気
も
感
じ
ら
れ
る
が
、

こ
の
時
も
日
野
で
は
森
下
屋
宇
兵
衛
宅

で
の
御
駕
籠
立
、
つ
ま
り
小
休
止
に
終

わ
っ
た
。

�

�

�

　

最
後
に
高
島
藩
の「
文
化
十
四
年（
一

八
一
七
）
７
月　

甲
州
道
中
御
入
部
御

道
中
日
記
」
を
み
る
と
、
そ
の
前
年
、

藩
主
の
代
替
わ
り
が
あ
っ
て
、
現
藩
主

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
帰
藩
で
あ
っ

た
。

　

府
中
宿
明
七
ツ
時（
午
前
４
時
こ
ろ
）

出
立
、
日
野
川
に
は
舟
場
役
人
や
同
宿

問
屋
・
年
寄
が
出
て
挨
拶
、
川
を
越
え

た
の
ち
暫
ら
く
歩
き
、
宿
入
口
で
駕
籠

に
乗
り
宿
を
通
過
し
た
と
あ
る
。

　
「
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
七
月
九
日

御
発
駕
」
と
あ
る
「
御
帰
城
日
記
」
で

も
日
野
宿
の
通
過
は
、「
文
化
十
四
年

七
月
」
の
帰
城
記
録
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ

る
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理
編

集
委
員
会
委
員　

佐
々
木
早
苗
）
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